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　　都議会自民党幹事長による『ＮＨＫテレビ

　　　　　　「クローズアップ現代」について』に関するコメント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　はじめに

　2005年４月５日に、都議会自民党幹事長名において、都庁記者クラブ関係者に対し、別紙の内容の上記「コメント」（以下「コメント」と記す）が配布された。

　提出先の明記されない「コメント」と称しながら、内容は、ＮＨＫの報道に対し「今後、こうしたことのないよう、強く要請する」ものであり、直接ではないが、ＮＨＫに対し一定の政治圧力が加わることを期待していることは明白である。

　ところで、本年３月30日に放映された「クローズアップ現代」に関する評価は、視聴者によって千差万別である。しかしこの番組が、周到な取材に基づいて事実関係を捏造や誘導を排した形で報道されていることは間違いないことであり、いかなる意味においても上記幹事長が指摘するような「報道姿勢として大変遺憾」な部分があったとは考えられない。

「遺憾」な部分があるとすれば、上記幹事長の「独自の意見に沿わなかった」という意味での、一種の個人的不快感の範疇に収まるレベルであり、いわば「視聴者の感想」の範囲内である。

　そもそも現在、ＮＨＫの報道に関しては、政治的圧力を背景とした番組改編問題が議論されて最中にある。にもかかわらず、当事者でもない者が、公職である都議会議員の立場を利して、独自の意見に沿うような方向に報道姿勢を誘導するかのごとき文書を発出する行為には、誠にその見識を疑わざるを得ない。

　また、その「コメント」の内容は次に指摘するように、事実誤認や予断と偏見に満ちた内容であり、公職の名を語ってコメントするに値する内容すら伴っていない、むしろ都議会議員の信用を失墜するものである内容であることを指摘したい。

　私たちは、このような「コメント」に対し、強い「遺憾の意」を表するとともに、各報道機関におかれては、都議会議員の行動に関する報道上の取り扱いについて、一層冷静な対応をされることを期待するものである。

　「コメント」の内容について

①「特定のイデオロギーに偏した一部の勢力により、卒業生に祝意を表す厳粛な式典であ　る卒業式などにおいて、生徒を指導すべき立場の教員が国歌斉唱時に起立しなかった」　という記述は、偏見に基づく虚偽の記述である。

　→国歌斉唱時に不起立で処分された教職員たちは、個々の思想信条に従い、真に個人の　判断で行動したのであり、いかなる意味においても「特定のイデオロギーに偏した勢力」　の指示・指令によって、もしくは一定の勢力の意向を忖度して行動したものではない。

②「卒業式などにおいて、…（中略）…都民の常識と乖離した不適正な実態が蔓延してい　ました。」という記述は、事実誤認に基づく強弁である。

　→「都民の常識」なる言葉は、全くの推測に基づく実態のないものである。卒業式など　における「国歌斉唱」に関する都民の意識を描くとすれば、調査対象の都民の７割以上　の者が「都教委による国歌斉唱義務づけ」に対し「反対」もしくは「行きすぎ」と回答　した事実（2004年７月５日・東京新聞）を無視してはならない。「都民の常識」という言葉　なら、このような意味で使うべきであり、「コメント」の如き使用は不適切である。

③「今回のＮＨＫの放送は、はじめから都教育委員会が行っている指導は「強制である」　との前提に立った論調であり」という部分を問題視することはあり得ない。

　→都立学校においては、全校において「職務命令」によって「国歌斉唱」を徹底しよう　としているのであるから「都教育委員会が行っている指導は「強制である」」という事　実については論を待たない。このような前提に立つ報道は当然であり、ＮＨＫに限らず　多くの報道機関が同様な報道姿勢である。　

④「今回のＮＨＫの放送は、…（中略）…、著しくバランスを欠いたものであるといわざ　るを得ません。」「何故…（中略）…取り上げなかったのか。」は、単なる感想に過ぎず、　公職名をもって批判するべきことではない。

　→「バランス」にこだわるならば、反対を貫き処分を受けた教職員を取材・放映するの　も必要であったという話になる。この番組は一定の取材の範囲内で知り得た事実に基づ　いて時間的制約の中で報道されたものであり、不十分な部分があるのは当然であると考　えるのが「常識」である。

⑤「教員には国旗・国歌を指導する責務があり」は、単なる思い込みにすぎない。

　→「国旗・国歌法」はもとより、憲法および教育関連法令によって「教員が国旗・国歌　を指導する責務」は示されていない。

　唯一「学習指導要領」に「国旗・国歌」に関する記述があるが、学習指導要領自体は大　綱的基準に過ぎず、ここにおける全ての記述が「責務」となることはない。

                                                              以　　上

　（連絡先）

　「日の丸君が代」不当処分撤回を求める被処分者の会

　

（参考：都議会自民党コメント）

ＮＨＫテレビ「クローズアップ現代」について（コメント）

　学校教育における国旗及び国歌に関する指導は、日本の国を愛し、日本に誇りを持つとともに、外国の国旗や国歌、文化や伝統を尊重するという国際的な視野をもった日本人を育成するうえで、極めて重要なことであります。しかし、特定のイデオロギーに偏した一部の勢力により、卒業生に祝意を表す厳粛な式典である卒業式などにおいて、生徒を指導すべき立場の教員が国歌斉唱時に起立しなかったり、国旗を故意に式典参加者の目に触れない場所に置くなど都民の常識と乖離した不適正な実態が蔓延していました。

　そうした事態を改善するために、東京都教育委員会の通達が出されたものであり、学校教育の正常化を目指した至極当然の措置でありました。

　しかるに、今回のＮＨＫの放送は、はじめから都教育委員会が行っている指導は「強制である」との前提に立った論調であり、著しくバランスを欠いたものであるといわざるを得ません。

　様々な教員の意見の中で、あえて反対する教員の声だけを取り上げ、あたかも教職員と都教育委員会が敵対しているかのような内容や構成になっています。

　何故、卒業式を適正に実施しようとする教員の意見や、卒業式に参加した地域の方々、同窓会や保護者の方々、また都立高校等へ送り出す中学校関係者の声を取り上げなかったのか。また、以前の式典における国旗・国歌の扱いがいかに非常識な姿であったのかについても全く触れられていません。

　われわれはかねてより、学校における国旗・国歌の問題を重視し、都議会でもたびたび取り上げ、権利や自由に偏重した戦後教育から、自国や郷土を愛し日本の文化や伝統を尊重する教育に転換しべきであること、教員には国旗・国歌を指導する責務があり、卒業式等の不適正な実態を一刻も早く是正すべきこと等を強く主張しました。

　今回、全ての都立高校で学習指導要領に沿った厳粛な式典が実施されたことについて、われわれは保護者を含めた多くの都民とともにこれを高く評価するものであります。

　こうした中、ＮＨＫの今回の報道内容は公正公平を基本とすべき公共放送の報道姿勢として大変遺憾なことであり、今後、こうしたことのないよう、強く要請する次第です。

　平成十七年四月五日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都議会自由民主党幹事長　比留間　敏夫

